
教職員・保育従事者のための

児童虐待対応eラーニング

岡山県教育庁人権教育・生徒指導課



１ 児童虐待に関する基本的理解

２ 早期発見の視点と初期対応

３ 通告とその後の対応について

ｅラーニングの内容



２ 早期発見の視点と初期対応

１ 児童虐待に関する基本的理解

お手元に御準備を！



県内４児童相談所における児童虐待相談件数
件
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岡山県子ども家庭課より資料提供（R５）

１ 児童虐待に関する基本的理解



児童虐待の種類

身体的虐待
殴(なぐ)る、蹴(け)る、叩(たた)
く、投げ落とす、激しく揺さぶる、
やけどを負わせる、溺(おぼ)れ
させる など

子どもへの性的行為、性的行為
を見せる、ポルノグラフィの被写
体にする など

ネグレクト
家に閉じ込める、食事を与えな

い、ひどく不潔にする、自動車の

中に放置する、重い病気になっ

ても病院に連れて行かない

など

心理的虐待

言葉による脅し、無視、きょうだ

い間での差別的扱い、子どもの

目の前で家族に対して暴力を

ふるう（ＤＶ） など

１ 児童虐待に関する基本的理解

性的虐待

こどもまんなかこども家庭庁HPより



身体面に

現れる影響

発育・発達の

遅れ

頭痛、腹痛、

疲労感 等

精神面に

現れる影響

愛着障害

乖離（かいり）

抑うつ

知的発達への影響

行動面に

現れる影響

衝動性

攻撃性

食行動の異常

自傷行為

ためし行動

児童虐待による子どもへの影響

6

１ 児童虐待に関する基本的理解 手引きP.２～３



学校の果たすべき役割

① 虐待の早期発見

② 通告・通報・相談

③ 関係機関への協力

④ 虐待防止の教育

手引きP.５２ 早期発見の視点と初期対応

児童福祉法及び児童虐待の防止等に関する法律（児童虐待防止法）より

こども家庭庁HPより



何かいつもと違う･･･？どこか不自然だ･･･？

児童虐待チェックリスト 養護教諭のための児童虐待
対応の手引（文科省）

手引きP.１１
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２ 早期発見の視点と初期対応



身体的虐待と不慮の事故による外傷部位の相違

＜事故でけがをしやすい部位＞＜虐待によるけがが多い部位＞

骨張っているところ 柔らかいところ
引っ込んでいるところ
隠れているところ

手引きP.１１２ 早期発見の視点と初期対応



担
任
等

管
理
職

○子どもの安全確認に
必要な情報

○今後の支援の
手立てに役立つ情報

①相談と報告

１人で抱え込まない！

もしかして、
虐待かも…

手引きP.１５２ 早期発見の視点と初期対応

相談
報告

「オレンジリボン・虐待防止推進キャンペーン」
ポスター・リーフレットより



＜協議事項例＞
・情報収集、共有・分析 ・通告・相談について検討
・初期対応の検討 ・役割分担 等

②校内組織会議の開催

〇確証がなくても通告する
〇虐待の有無を判断するのは児童相談所等の専門機関
〇子どもの安全を最優先する
〇通告は守秘義務違反に当たらない

※通告の大前提として…

手引きP.１５

手引きP.２２

２ 早期発見の視点と初期対応



スクールソーシャルワーカーの役割

③SSWとの連携

SSWは、児童生徒の家庭環境等を把握し、関係機
関の連携を調整して、福祉的なアプローチで支援す
る。それぞれの強みを理解した上で学校は連携して
いくことが求められている。

①問題を抱える児童生徒が置かれた環境への働きかけを行う。
② 学校と関係機関等とのネットワークの構築、連携・調整を行う。
③学校内におけるチーム体制の構築、支援を行う。
④保護者、教職員等に対する支援・相談・情報提供を行う。
⑤ 教職員等への研修活動を行う。

引用：文部科学省スクールソーシャルワーカー活用事業実施要領

２ 早期発見の視点と初期対応



①市町村の子ども福祉担当課

緊急性が低い場合
どこに通告したらよいか迷う場合

性
的
虐
待
の
場
合

通告や相談を判断するポイント・通告・通報先

②児童相談所

③警察（通報）

緊急性が高い場合（命の危険性なし）

緊急性が高い場合（命の危険性あり）

い
ず
れ
に
お
い
て
も
通
告
、通
報
し
た
こ
と
を

教
育
委
員
会
等
設
置
者
へ
連
絡

手引きP.19 P.２２～２３２ 早期発見の視点と初期対応

こどもまんなか
こども家庭庁HPより



状況を関係者間で共通理解しておく。

リラックスできる、静かで落ち着いた場所で。

子どもが話した内容には推察を加えず、正確に記録
する。

子どもがひどい状況を話しても、驚かず、動揺を見
せない。

聴き取りの回数はできるだけ少ない回数を心がけ
る。

「誰にも言わない」「親には言わない」等の約束をし
ない。

④子どもへの対応

子
ど
も
の
言
葉
だ
け
で
判
断
し
な
い

手引きP.１６～１７２ 早期発見の視点と初期対応



④子どもへの対応

障害のある子どもへの対応は配慮や工夫を

１ 保護者自身の気持ちに寄り添う

２ 具体的な対応方法を、保護者と
一緒に考える

３ 相談支援ネットワークを広げる

手引きP.９２ 早期発見の視点と初期対応



直ちに
校内組織会議の開催

教育委員会等

児童相談所や警察等の
専門機関

対応方法等を早期確認！

⑤性的虐待の対応

手引きP.１９～２１２ 早期発見の視点と初期対応

児童虐待かも？と思ったら「189」こどもたちの
未来を守るために（政府広報オンラインより）



⑥保護者への対応
面談や家庭訪問は、複数の教職員で当たる。
家庭訪問を拒否する場合には無理をせず、来校
を促すなど面談の機会を作る。

矛盾した話をする場合は、指摘や追及をせず、
理由や意図を考えながら聞く。

虐待だけを話題にすることや批判をすることなど
はせず、保護者の話を聞く。

家庭訪問や面談が終了した後は、速やかにその
状況（事実）を記録する。

・子育ての悩み、自分自身の行為への苦しみの理解
・子どもに更なる危害が加えられる可能性を考慮

手引きP.１７～１８２ 早期発見の視点と初期対応



根拠の記録

子どもの訴えの記録

保護者の話の記録

具体的に、時系列で

言葉、表情、態度

経過に従いを具体的に

傷やあざ等については、大きさや位置を
明確にして、写真や絵などで記録する。

情報の記録 伝聞情報との区別

⑥記録の重要性

手引きP.２４～２５２ 早期発見の視点と初期対応



３ 通告とその後の対応について

①通告後の流れ

②保護者からの要求の対応



①通学・通園できない場合
は、学習機会の充実のた
めに連携する。

②通学・通園できる場合は、
学校園で注意深く見守る。

要保護児童対策協議会・支援者・
関係機関との連携

子どもや保護者の状況把握
 １か月に一度、出欠状
況等を報告する。

 ７日以上欠席した場合
は速やかに情報提供す
る。

転校の可能性
転出先・兄弟姉妹の学校園との連携

学校

①通告後の流れ

３ 通告とその後の対応について 手引きP.３１



・概ね1か月に1回程度情報提供
→書面にて出席状況、家庭連絡の有無等

・休業日を除き引き続き7日以上の欠席
→情報提供の期日を待たず速やかに連絡

市町村、児童相談所等へ情報提供

要保護児童等への対応

学校は情報を
整理・共有を!

３ 通告とその後の対応について 手引きP.３６～３８



学校が言いつけた！
信じていたのに裏切られた！ 毅然とした対応

一時保護は児童相談
所の判断であって、学
校が決定したものでは
ありません。

誰が児童相談所に伝
えたか（通告元）を明
かすことはできません。
そのように法律で定め
られています。

②保護者からの要求の対応

保護者 学校

手引きP.５、３３、４０３ 通告とその後の対応について



学校が言いつけた！
信じていたのに裏切られた！ 毅然とした対応

複数の教職員・
組織的に対応

関係機関と
情報共有と連携

弁護士等の
専門家に相談

個人情報保護条例に
則って、開示請求するぞ。

開示請求されましたら、法令に照らして検
討させていただき、回答することになります。

②保護者からの要求の対応

保護者 学校

一時保護は児童相談
所の判断であって、学
校が決定したものでは
ありません。

誰が児童相談所に伝
えたか（通告元）を明
かすことはできません。
そのように法律で定め
られています。

手引きP.５、３３、４０３ 通告とその後の対応について



学校や関係機関等が連携して対応
するための４つのキーワード



「教職員・保育従事者の
ための児童虐待対応の手引き
（第三版）」

（令和6年３月）

「人権教育指導資料Ⅶ
児童虐待防止編」

（平成24年３月）

●保護者向け

STOP体罰！STOP虐待！
（令和元年８月）



ご清聴ありがとうございました

岡山県人権啓発
シンボルマーク

こども家庭庁「体罰等によらない子育てのために
～みんなで育児を支える社会に～」より


